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こ
の
度
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
、
佐
藤
勝
彦
先
生

の
後
任
と
し
て
一
般
財
団
法
人
大
原

記
念
財
団
大
原
綜
合
病
院
の
院
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
福
島
県
病
院

協
会
の
皆
様
に
は
常
日
頃
か
ら
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
一
九
八
五
年
に
日
本
大
学
医

学
部
を
卒
業
し
、
福
島
県
立
医
科

大
学
旧
外
科
学
第
二
講
座
（
阿
部
力

哉
教
授
）
に
入
局
し
ま
し
た
。
専
門

は
消
化
器
外
科
、
特
に
肝
胆
膵
外
科

領
域
疾
患
を
中
心
に
手
術
、
化
学
療

法
な
ど
の
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
肝
腫
瘍
に
対
す
る
有
効
な

塞
栓
化
学
療
法
に
つ
い
て
の
研
究
で

博
士
号
の
授
与
を
受
け
ま
し
た
。
二

〇
一
三
年
四
月
よ
り
福
島
県
立
医
科

大
学
旧
器
官
制
御
外
科
学
講
座
主
任

の
竹
之
下
誠
一
教
授
（
当
時
）
の
ご

高
配
に
よ
り
副
院
長
と
し
て
当
院
に

赴
任
い
た
し
ま
し
た
。
当
院
は
古
く

か
ら
福
島
県
立
医
科
大
学
旧
第
二
外

科
の
関
連
病
院
で
も
あ
り
、
私
自
身

も
一
九
八
六
年
八
月
か
ら
約
一
年
間

外
科
の
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昼
夜
を
問
わ
ず
外
科
の
仕
事

に
没
頭
し
て
い
た
記
憶
が
ご
ざ
い
ま

る
研
修
医
の
た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
医
師
を
は

じ
め
と
し
た
全
て
の
医
療
ス
タ
ッ

フ
が
臨
床
研
修
医
を
多
方
面
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
、
研
修
医
の
声
を
率
直
に

聞
き
入
れ
、
研
修
医
と
共
に
指
導
医

も
医
療
の
原
点
に
戻
る
こ
と
で
、
臨

床
現
場
で
広
く
社
会
に
貢
献
で
き
る

医
師
育
成
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
研

修
医
と
共
に
創
り
歩
ん
で
お
り
ま
す
。

　

開
院
以
来
、
一
世
紀
以
上
に
わ
た

り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
当

院
の
医
学
研
究
や
診
療
の
実
績
か
ら
、

財
団
で
は
「
人
を
愛
し
、
病
を
究き

わ

め

る
」
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
福
島
の
医
療
を
担
う
べ
き

信
頼
で
き
る
優
れ
た
医
療
人
を
育
成

し
、
新
し
い
時
代
に
見
合
う
最
良
の

医
療
を
探
究
し
な
が
ら
、
地
域
の
皆

様
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。

　

三
年
以
上
に
も
お
よ
ぶ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
人
々
の
生
活

を
脅
か
し
、
暗
い
影
を
落
と
し
ま
し

た
。
そ
の
爆
発
的
流
行
は
第
八
波
ま

で
に
な
り
、
幾
度
と
な
く
医
療
現
場

は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
当

院
で
も
一
般
救
急
医
療
現
場
で
の
感

染
管
理
を
し
な
が
ら
の
診
療
は
患
者

だ
け
で
な
く
、
職
員
に
も
大
き
な
負

担
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
親
睦
会
な

ど
の
病
院
内
イ
ベ
ン
ト
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
と
な
り
、
重
苦
し
い
雰

囲
気
は
ま
だ
ま
だ
消
え
て
い
ま
せ
ん

が
皆
で
協
力
し
な
が
ら
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
月
八
日
に
は
感
染
症
分
類
が
五
類

へ
移
行
し
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
引
き
続
き
基

本
的
な
感
染
対
策
を
守
り
な
が
ら
地

域
の
皆
様
の
た
め
に
専
門
医
療
、
救

急
医
療
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
福
島
県
病
院
協
会
の
皆

様
に
は
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

後
は
進
行
が
ん
の
診
断
時
や
再
発
診

断
が
な
さ
れ
た
時
点
で
の
よ
り
早
期

の
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
を
行
い
な
が
ら
多

く
の
が
ん
患
者
に
サ
ポ
ー
ト
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
院
は
一
八
九
二
年
（
明
治
二
十

五
年
）
に
開
院
し
、
一
月
に
は
一
三

一
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
地

域
の
皆
さ
ま
に
安
全
で
安
心
で
き
る

高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
時

代
と
と
も
に
変
化
を
遂
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
二
〇
一
八
年
一
月
に
市

内
上
町
に
免
震
構
造
を
有
す
る
新
病

院
へ
移
転
し
五
年
目
を
迎
え
た
現
在
、

病
床
数
三
五
三
床
、
二
八
診
療
科
を

有
し
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
県

北
地
区
の
中
核
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

機
能
的
に
は
総
合
救
急
セ
ン
タ
ー
、

手
術
セ
ン
タ
ー
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ
、
屋
上

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
完
備
し
て
救
急
・
手

術
・
高
度
専
門
医
療
を
連
携
し
て
行

え
る
体
制
を
整
え
、
ま
た
広
域
災
害

医
療
に
も
対
応
可
能
な
急
性
期
病
院

と
し
て
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。
加
え
て
地
域
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
産
婦
人
科
、

小
児
科
の
連
携
に
よ
り
妊
産
婦
、
新

生
児
へ
の
適
切
な
管
理
が
で
き
る
医

療
体
制
も
備
え
て
い
ま
す
。
昨
年
九

月
に
は
病
院
機
能
評
価
の
審
査
を

受
審
し
、
一
般
病
院
２
〈3rdG

：

V
ersion 2.0

〉
の
更
新
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
臨
床
研
修
指
定
病
院
と
し
て

三
年
連
続
フ
ル
マ
ッ
チ
と
な
り
現

在
一
六
名
の
初
期
研
修
医
が
在
籍
し

て
お
り
ま
す
。
当
院
の
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、「
研
修
医
の
研
修
医
に
よ

す
。
胆
の
う
摘
出
、
胃
切
除
、
大
腸

切
除
、
食
道
切
除
な
ど
初
物
と
い
わ

れ
る
手
術
は
す
べ
て
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
基
本
手
技
を
学
ん

だ
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。
二
度
目
の

奉
公
と
い
う
こ
と
で
今
回
赴
任
し
て

以
来
外
科
手
術
、
が
ん
治
療
そ
し
て

後
進
の
指
導
や
診
療
体
制
の
確
立
と

チ
ー
ム
医
療
の
推
進
を
求
め
邁
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

特
に
力
を
入
れ
て
き
た
の
は
「
が

ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
の
活

動
で
す
。
幸
い
な
こ
と
に
興
味
の
あ

る
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、

二
〇
一
八
年
九
月
に
多
職
種
で
対
応

し
て
い
く
チ
ー
ム
を
結
成
で
き
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
認
定
看
護
師
を
中

心
に
病
棟
・
外
来
・
化
学
療
法
室
・

退
院
支
援
の
看
護
師
に
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
薬
剤
師
、
Ｍ
Ｓ

Ｗ
、
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）、
栄
養

士
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
外
来
治

療
中
の
消
化
器
外
科
の
患
者
さ
ん
を

対
象
に
月
二
回
の
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン

ス
の
流
れ
と
し
て
は
、
事
前
に
対
象

と
な
る
患
者
の
治
療
経
過
や
方
針
、

さ
ら
に
過
去
の
介
入
内
容
を
把
握
し
、

そ
の
後
主
治
医
が
患
者
情
報
と
経
過

説
明
を
行
い
、
次
い
で
多
職
種
の
介

入
状
況
や
情
報
を
各
々
の
職
種
が
発

言
し
皆
で
共
有
し
ま
す
。
さ
ら
に
問

題
点
と
介
入
計
画
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
実
際
の
対
象
患
者
は
進
行
再

発
が
ん
で
終
末
期
移
行
が
予
想
さ
れ

る
方
、
ま
た
積
極
的
が
ん
治
療
が
困

難
な
方
と
し
、
今
ま
で
五
〇
名
以
上

の
が
ん
患
者
に
介
入
し
ま
し
た
。
今

地
域
の
皆
様
の
た
め
「
人
を
愛
し
、
病
を
究き
わ

め
る
」

一
般
財
団
法
人
大
原
記
念
財
団
大
原
綜
合
病
院　

院
長
　
小
　
山
　
善
　
久
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こ
の
度
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
、
松
井
遵
一
郎
先

生
の
後
任
と
し
て
Ｊ
Ａ
福
島
厚
生
連

坂
下
厚
生
総
合
病
院
の
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
福
島
県
病
院
協
会

の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
大
変
お

世
話
に
な
り
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
一
九
八
八
年
福
島
県
立
医
科

大
学
旧
第
二
外
科
（
阿
部
力
哉
教

授
）
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
大
学

病
院
や
医
局
関
連
病
院
（
太
田
西
ノ

内
病
院
、
塙
厚
生
病
院
、
星
総
合
病

院
、
枡
記
念
病
院
）
に
て
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
九
九
七
年
四
月
阿
部
教
授
の
ご

高
配
に
よ
り
、
坂
下
厚
生
総
合
病

院
外
科
に
着
任
、
杉
本
光
郎
先
生
・

及
川
幹
夫
先
生
に
公
私
と
も
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
一
般
・
消
化
器
外
科
、

え
て
お
り
ま
す
。
県
も
地
域
医
療

構
想
の
中
で
、
医
療
機
能
分
化
・
強

化
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進
し
、

「
公
的
医
療
機
関
等
二
〇
二
五
プ
ラ

ン
」
の
策
定
を
求
め
そ
の
対
応
を
加

速
化
さ
せ
て
お
り
、
今
後
会
津
西
部

地
区
の
実
情
に
応
じ
た
当
院
の
役

割
に
つ
い
て
、
再
度
検
討
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

更
に
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
様
々
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。
当
院
は
重
点
医
療
機
関
と

し
て
、
二
〇
二
一
年
五
月
よ
り
感
染

患
者
入
院
受
入
れ
（
最
大
一
四
床
）、

住
民
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
発
熱
外
来
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
政
府
は
本
年

五
月
よ
り
五
類
へ
の
変
更
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
ま
で
幸
い

に
も
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
は
認
め

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
十
分
な

感
染
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
合
わ
せ

て
経
済
社
会
活
動
を
正
常
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
の
理
念
「
地
域
と
の
連
携
を

通
し
て
安
全
と
信
頼
を
基
本
と
し

た
思
い
や
り
の
あ
る
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
提
供
に
努
め
ま
す
」
を
基
に
、

職
員
一
丸
と
な
り
会
津
西
部
地
区
中

核
病
院
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ン
タ
ー
、
泌
尿
器
科
は
東
京
医
科
大

学
よ
り
診
療
応
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
常
勤
医
師
一
六
名
中
五
〇

歳
台
六
名
、
六
〇
歳
台
四
名
、
七
〇

歳
台
一
名
と
高
齢
化
が
進
み
、
将
来

を
担
う
若
き
人
材
確
保
が
急
務
で
あ

り
、
多
方
面
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
は
お
り
ま
す
が
な
か
な
か
難
し
い

状
況
で
す
。
働
き
方
改
革
関
連
法
で

は
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
タ

ス
ク
・
シ
フ
テ
ィ
ン
グ
等
労
務
管
理

の
計
画
的
取
組
み
が
求
め
ら
れ
、
医

師
の
都
市
部
診
療
科
偏
在
が
解
消
さ

れ
な
い
中
、
農
村
地
域
に
お
け
る
医

療
の
確
保
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
村
部
の
共
通
問
題
で
あ

る
少
子
高
齢
化
が
あ
り
ま
す
。
福
島

県
五
九
市
町
村
中
、
当
院
の
医
療
圏

一
一
市
町
村
は
、
県
高
齢
化
率
上
位

一
位
か
ら
六
位
ま
で
入
っ
て
い
ま
す

（
二
〇
二
〇
年
四
月
現
在
）。
よ
っ
て

地
域
医
療
の
み
な
ら
ず
、
健
康
管
理

活
動
、
高
齢
者
福
祉
・
介
護
事
業
に

も
併
設
介
護
老
人
保
健
施
設
「
な
ご

み
」
や
関
係
各
署
と
協
力
し
て
取
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
福
島
厚
生
連
の
基
本
方
針
で

あ
る
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を
」「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実

現
に
向
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
も
貢
献

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

か
ら
も
建
替
え
が
必
要
と
判
断
し
ま

し
た
。
①
建
物
の
老
朽
化
・
狭
隘
化

に
よ
り
治
療
・
療
養
環
境
の
確
保
が

困
難
に
な
っ
て
き
た
②
最
新
医
療
に

対
応
す
る
設
備
、
医
療
機
器
整
備
の

必
要
性
③
将
来
に
亘
っ
て
も
質
の
高

い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
、
以
上
を
新
病
院
整
備
の
理
念
と

し
、 

二
〇
一
四
年
新
病
院
検
討
会
議

を
立
ち
上
げ
協
議
を
進
め
、
二
〇
二

一
年
十
一
月
一
日
念
願
の
新
病
院
に

新
築
・
移
転
し
ま
し
た
。

　

現
在
診
療
科
一
七
科
（
内
科
、
循

環
器
科
、
小
児
科
、
心
療
内
科
、
精

神
科
、
消
化
器
内
科
、
外
科
、
整
形

外
科
、
呼
吸
器
内
科
、
婦
人
科
、
眼

科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮
膚
科
、
泌
尿

器
科
、
形
性
外
科
、
放
射
線
科
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）、
病
床
数

一
五
九
床
（
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
二

一
床
含
）
で
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
常
勤
医
師
は
、
内
科
六
名
、
外

科
三
名
、
整
形
外
科
三
名
、
婦
人

科
・
眼
科
・
小
児
科
・
放
射
線
科
各

一
名
で
、
循
環
器
・
皮
膚
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
・
形
成
外
科
は
福
島
県
立
医

科
大
学
な
ら
び
に
附
属
会
津
医
療
セ

更
に
甲
状
腺
・
乳
癌
検
診
と
そ
の
診

療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
二

年
度
よ
り
外
科
部
長
、
二
〇
一
五
年

よ
り
副
院
長
と
な
り
、
今
回
七
代
目

院
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
院
は
、
会
津
西
部
地
区
に
位
置

し
、
一
九
五
八
年
九
月
農
村
地
域
に

お
け
る
農
家
組
合
員
な
ら
び
に
地
域

住
民
の
医
療
の
確
保
と
保
健
活
動
の

普
及
を
目
的
に
、
福
島
県
立
医
科
大

学
県
内
初
の
関
連
病
院
と
し
て
、
病

床
六
〇
床
（
内
科
・
外
科
・
産
婦
人

科
）
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
耳

鼻
咽
喉
科
、
一
九
六
〇
年
三
月
伝
染

病
棟
二
〇
床
、
同
年
五
月
整
形
外
科
、

一
九
六
二
年
八
月
眼
科
を
開
設
、
一

九
六
三
年
総
合
病
院
に
昇
格
し
ま
し

た
。
そ
の
後
増
築
と
一
七
九
床
ま
で

増
床
を
行
い
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま

の
要
望
も
あ
り
一
九
八
〇
年
一
月
小

児
科
、
一
九
九
三
年
九
月
泌
尿
器
科

を
開
設
、
二
〇
〇
二
年
血
液
透
析
セ

ン
タ
ー
が
完
成
、
会
津
西
部
地
区
初

の
人
工
透
析
医
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
時
、

築
五
三
年
を
経
た
当
院
も
震
度
五
弱

の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、
耐
震
性
の
面

会
津
西
部
地
区
中
核
病
院
と
し
て

Ｊ
Ａ
福
島
厚
生
連　

坂
下
厚
生
総
合
病
院　

院
長
　
高
　
田
　
　
　
信
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＊
病
院
紹
介
�
＊

病
院
長　

清
　
野
　
義
　
胤

◆
概
要

所
在
地
：
田
村
郡
小
野
町
大
字
小
野

新
町
字
槻
木
内
六
番
地
二

開
設
年
月
：
昭
和
二
十
九
年
五
月

開
設
者
：
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病

院
企
業
団
（
小
野
町
、
田
村
市
、
平

田
村
、
川
内
村
、
い
わ
き
市
）

診
療
科
目
：
内
科
、
外
科
、
整
形
外

科
、
小
児
科
、
婦
人
科
、
眼
科
、
耳

鼻
咽
喉
科
、
リ
ウ
マ
チ
科
、
皮
膚
科
、

泌
尿
器
科
、
形
成
外
科
、
精
神
科

ほ
か
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
こ
ま
ち
の
里
」
を
設
置

常
勤
医
師
：
四
人
（
令
和
五
年
四
月

現
在
）

病
床
数
：
一
一
九
床
（
一
般
病
床
三

〇
床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
三
〇
床
、

療
養
病
床
五
九
床
）

人
工
透
析
：
一
八
床

病
院
機
能
評
価
：
一
般
病
院
１　

3rdG

：V
er.2.0

（
令
和
元
年
十
二

月
認
定
）

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

往
診
や
当
院
に
併
設
さ
れ
た
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
訪
問
看
護
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
人
材
の
育
成
や
そ
の
他
の
取
り
組

み
）
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
認
定
看
護
師
の
育

成
や
特
定
行
為
研
修
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
す
。
認
定
看
護
師
に
つ

い
て
は
、
令
和
四
年
度
に
感
染
管
理

分
野
で
一
名
の
研
修
を
了
し
、
令
和

五
年
度
に
は
摂
食
嚥
下
障
害
看
護
分

野
で
一
名
を
育
成
予
定
で
す
。
勤
務

評
定
制
度
も
令
和
四
年
度
よ
り
開
始

し
て
お
り
、
職
員
の
能
力
及
び
業
績

の
適
切
な
把
握
と
組
織
力
向
上
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

◆
課
題
と
今
後
の
展
望

　

医
師
及
び
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
安
定

的
な
確
保
が
最
重
要
か
つ
慢
性
的

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
常
勤

医
師
の
増
員
は
悲
願
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。
医
師
の
偏
在
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
久
し
い
で
す
が
、
引
き
続
き

県
立
医
科
大
学
や
福
島
県
な
ど
に
当

院
の
状
況
を
説
明
し
医
師
の
安
定
的

な
派
遣
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
田
村
地
方
の
三
つ
の

公
立
病
院
（
当
院
の
ほ
か
三
春
町
立

三
春
病
院
、
た
む
ら
市
民
病
院
）
の

連
携
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
不

足
対
応
の
一
環
と
し
て
、
連
携
に
よ

る
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
宅
医
療
の
推
進
の
た
め

訪
問
系
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
拡
大
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
緩
和
ケ
ア
病
床

の
運
用
も
考
え
て
お
り
、
で
き
る
だ

け
患
者
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
家

族
と
共
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

以
降
の
著
し
い
感
染
拡
大
を
踏
ま
え
、

現
在
は
四
床
で
受
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

（
外
来
診
療
）
地
域
の
診
療
所
は
小

野
町
で
六
医
院
が
開
設
さ
れ
て
い
る

ほ
か
は
、
周
辺
自
治
体
で
の
開
設
数

は
非
常
に
少
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、

診
療
所
の
診
療
科
は
ほ
と
ん
ど
が
内

科
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
と
し
て
皮

膚
科
・
精
神
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
泌

尿
器
科
・
婦
人
科
な
ど
の
診
療
体
制

が
脆
弱
な
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
福
島
県
立
医
大
な
ど
か

ら
医
師
の
派
遣
を
い
た
だ
き
こ
れ
ら

診
療
科
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
交
通
が
不
便
な
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
自
宅
・
病
院
間
の
送
迎
も
開

始
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
は
令
和
二
年
度
に
発
熱
外
来

を
開
始
、
三
年
度
か
ら
は
行
政
と
連

携
し
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
人
工
透
析
）
非
常
勤
の
腎
臓
専
門

医
師
に
よ
り
一
八
床
を
運
用
し
て
い

ま
す
。
月
水
金
・
火
木
土
及
び
そ
れ

ぞ
れ
の
午
前
午
後
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
外
来
患
者
同
様
、
送
迎
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

（
救
急
対
応
）
医
師
不
足
を
背
景
に

救
急
医
療
対
応
は
現
状
可
能
な
範
囲

に
限
定
し
て
い
ま
す
。
高
度
な
処
置

を
要
す
る
場
合
や
医
師
の
勤
務
状
況

に
よ
り
受
入
れ
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
郡
山
市
な
ど
の
大
規
模
病
院

に
依
存
し
て
い
る
状
態
で
す
。

（
訪
問
系
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
交
通
の

便
が
悪
い
地
域
で
、
ま
た
、
近
年
在

宅
診
療
・
看
取
り
を
希
望
さ
れ
る
患

者
様
が
増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
訪
問
診
療
・
緊
急

冷
た
く
、
最
低
気
温
が
氷
点
下
一
〇

度
を
下
回
る
日
も
あ
り
ま
す
。
小
野

町
の
中
央
を
太
平
洋
に
注
ぐ
右
支
夏

井
川
が
流
れ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
狭
い

平
坦
地
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
は
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
東
線
、
国
道

四
九
号
・
三
四
九
号
、
常
磐
自
動
車

道
や
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
な
ど
公
共

交
通
網
の
整
備
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

エ
リ
ア
と
し
て
広
く
、
少
子
高
齢
化

が
著
し
く
進
行
し
高
齢
者
の
み
の
世

帯
や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
世
帯
も

多
い
こ
と
か
ら
、
移
動
手
段
に
苦
慮

し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
多
く
お
り
ま

す
。

◆
当
院
の
取
り
組
み
状
況

（
入
院
対
応
）
当
院
が
カ
バ
ー
し
て

い
る
地
域
は
、
主
に
小
野
町
や
田
村

市
南
部
を
中
心
に
、
川
内
村
、
平
田

村
、
い
わ
き
市
の
北
部
地
域
で
す
。

当
該
地
域
で
ま
と
ま
っ
た
入
院
病
床

を
有
し
て
い
る
の
は
当
院
の
ほ
か
は
、

田
村
市
や
平
田
村
の
公
立
病
院
、
医

療
法
人
と
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
化
も
著
し
く
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
当
院
で
運
用
し
て
い
る
療

養
病
床
は
、
介
護
施
設
と
の
連
携
や

介
護
す
る
家
族
を
支
援
す
る
意
味

で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
は
在
宅
復
帰
を
、

一
般
病
床
は
近
隣
医
療
機
関
・
介
護

施
設
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。
近
年
は
郡
山
市
の
協

力
病
院
か
ら
認
定
看
護
師
を
招
き
摂

食
嚥
下
障
害
看
護
も
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
院
の
入
院
病
棟
は
地
域
の

ニ
ー
ズ
が
高
い
状
態
が
続
い
て
い
た

こ
と
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

陽
性
患
者
の
入
院
受
入
れ
を
行
っ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
四
年
夏

◆
沿
革

昭
和
二
十
九
年
五
月　

病
院
開
院

（
当
時
の
四
郡
一
二
町
村
の
一
部
事

務
組
合
と
し
て
設
立
）

昭
和
三
十
二
年
一
月　

総
合
病
院
認

可昭
和
五
十
四
年
十
二
月　

へ
き
地
中

核
病
院
指
定

昭
和
五
十
五
年
五
月　

巡
回
診
療
開

始
（
平
成
十
五
年
一
月
ま
で
）

平
成
十
一
年
十
月　

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
こ
ま
ち
の
里
開
設

平
成
二
十
二
年
四
月　

地
方
公
営
企

業
法
の
全
部
適
用
（
名
称
を
公
立

小
野
町
地
方
綜
合
病
院
企
業
団
に
変

更
）

平
成
二
十
七
年
三
月　

現
在
の
所
在

地
に
新
築
移
転
（
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団

の
寄
附
に
よ
る
）

令
和
元
年
十
二
月　

病
院
機
能
評
価

認
定

令
和
二
年
四
月　

地
域
包
括
ケ
ア
病

床
開
床

令
和
三
年
七
月　

患
者
さ
ん
の
完
全

送
迎
を
開
始

令
和
三
年
十
二
月　

電
子
カ
ル
テ
導

入
・
運
用
開
始

◆
基
本
理
念　
「
私
た
ち
は
、
患
者

さ
ん
中
心
の
医
療
を
行
い
、
地
域
保

健
医
療
へ
の
貢
献
を
目
指
し
ま
す
。」

◆
地
域
の
特
徴

　

当
院
は
、
小
野
町
、
田
村
市
、
平

田
村
、
川
内
村
、
い
わ
き
市
（
二

市
一
町
二
村
）
の
一
部
事
務
組
合
と

し
て
阿
武
隈
山
系
の
中
部
、
田
村
郡

南
部
の
小
野
町
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
標
高
は
中
心
市
街
地
で
約
四
〇

〇
メ
ー
ト
ル
。
四
方
を
標
高
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
山
々
で
囲
ま
れ

て
お
り
、
冬
の
積
雪
は
少
な
い
で
す

が
、
北
西
か
ら
吹
く
乾
燥
し
た
風
は
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医
局
で
最
も
下
っ
端
の
私
に
こ
の

度
の
寄
稿
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
際
は

大
変
驚
い
た
。
何
の
業
績
も
な
い
私

に
は
甚
だ
役
不
足
で
は
あ
る
が
、
こ

の
誌
面
を
借
り
て
一
勤
務
医
の
目
を

通
し
た
当
院
の
軌
跡
を
少
し
だ
け
紹

介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。

　

渡
辺
病
院
は
震
災
後
の
二
〇
一
四

年
に
南
相
馬
市
か
ら
県
境
の
新
地
町

に
移
転
し
今
年
で
一
〇
年
目
を
迎
え

る
。
当
初
は
看
護
師
不
足
の
た
め
三

病
棟
の
う
ち
一
病
棟
し
か
開
棟
で
き

ず
、
入
院
患
者
四
〇
名
／
一
四
〇
床

と
閑
散
と
し
て
大
変
厳
し
い
稼
働
状

況
で
あ
っ
た
。
常
勤
医
師
や
看
護
職

員
が
徐
々
に
増
え
、
全
て
の
病
床
を

稼
働
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
る
が
か
つ
て
の
勢
い
を
取

す
る
。
約
四
〇
年
の
事
務
キ
ャ
リ
ア

を
東
北
各
地
の
医
療
に
捧
げ
、
二
〇

一
八
年
に
当
院
に
赴
任
し
て
か
ら
互

い
に
奔
走
し
て
き
た
大
切
な
同
士
だ
。

院
内
の
数
々
の
難
局
を
共
に
闘
い
乗

り
越
え
て
き
た
。
事
務
室
を
飛
び

出
し
て
必
ず
現
場
に
赴
き
、
職
員
一

人
一
人
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
鋭

く
温
か
な
眼
差
し
に
助
け
ら
れ
た
職

員
は
少
な
く
な
い
。
私
も
そ
の
一
人

で
あ
る
。
優
秀
な
医
療
人
と
の
出
会

い
は
医
師
人
生
の
宝
で
あ
り
、
そ
の

手
腕
を
も
っ
と
側
で
拝
見
し
た
か
っ

た
。
彼
女
へ
の
感
謝
を
文
末
に
添
え

て
、
当
院
の
軌
跡
と
し
た
い
。

　

二
〇
二
二
年
三
月
に
は
内
科
病
棟

の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
経
験
し
た
。
恥
ず

か
し
な
が
ら
そ
れ
ま
でCO

V
ID

-19

感
染
対
策
の
院
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な

く
、
慌
て
て
作
成
し
県
対
策
チ
ー
ム

の
先
生
に
加
筆
修
正
ま
で
し
て
頂
い

た
事
は
本
当
に
有
難
い
指
導
で
あ
っ

た
。
ま
た
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
中
に

事
務
部
や
リ
ハ
ビ
リ
課
な
ど
多
職
種

の
連
携
が
よ
く
、
収
束
も
速
や
か
で

あ
っ
た
と
評
価
頂
い
た
。
メ
デ
ィ
カ

ル
ス
タ
ッ
フ
の
機
動
力
や
医
局
の
風

通
し
の
良
さ
は
当
院
の
大
き
な
魅
力

で
あ
る
と
思
う
。

　

当
院
は
南
相
馬
市
か
ら
新
地
町
へ

移
転
す
る
こ
と
で
県
境
の
幅
広
い
地

域
医
療
へ
の
貢
献
と
共
に
、
隣
県
か

ら
の
人
員
確
保
も
狙
っ
た
様
だ
。
常

勤
や
当
直
医
の
多
く
は
仙
台
圏
か
ら

の
応
援
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う

現
実
が
あ
り
、
そ
の
恩
恵
は
は
か
り

し
れ
な
い
。
し
か
し
同
時
に
地
域
医

療
に
は
地
元
に
根
差
し
た
「
現
地
」

の
医
者
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。
そ
の

役
を
担
う
べ
く
、
町
内
に
住
ん
で
八

年
に
な
る
。
県
最
北
端
の
新
地
町
は

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
温
か
な
町

民
の
方
に
包
ま
れ
大
変
住
み
や
す
い

環
境
だ
。
子
育
て
を
し
な
が
ら
長
く

新
地
町
に
根
を
は
り
、
地
元
の
復
興

を
み
つ
め
て
参
り
た
い
。

　

最
後
に
当
院
の
事
務
職
員
を
紹
介

症
例
の
多
く
を
公
立
相
馬
総
合
病
院
、

南
相
馬
市
立
総
合
病
院
を
は
じ
め
近

隣
の
医
療
機
関
に
紹
介
し
助
け
て
頂

い
て
い
る
。
困
っ
た
際
に
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ
る
専
門
医
の
先
生
方

に
は
こ
の
場
を
借
り
て
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
た
い
。
専
門
治
療
後
の

在
宅
や
施
設
ま
で
の
橋
渡
し
役
を
当

院
で
担
い
、
少
し
で
も
当
地
区
の
病

床
逼
迫
の
後
方
支
援
に
な
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。
微
力
な
が
ら
一
般
医
と
し

て
連
携
を
は
か
っ
て
参
り
た
い
。

　

内
科
に
お
い
て
は
、
幅
広
い
高
齢

者
診
療
を
中
心
に
こ
こ
数
年
は
緩
和

ケ
ア
に
も
力
を
注
い
で
き
た
。
急
性

期
か
ら
慢
性
期
ま
で
入
り
乱
れ
て
の

入
院
診
療
は
病
棟
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
負
荷
の
か
か
る
現
場
で
あ
り
申
し

訳
な
く
思
う
。
彼
ら
の
懸
命
な
ケ
ア

の
実
績
の
お
陰
で
、
近
隣
の
医
療
機

関
か
ら
少
し
ず
つ
緩
和
ケ
ア
の
転
院

先
あ
る
い
は
バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
と
し
て

当
院
を
ご
指
名
頂
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ
る

が
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
様
職

員
共
々
精
進
し
て
参
り
た
い
。

り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

私
は
移
転
翌
年
の
二
〇
一
五
年
に

当
地
に
赴
任
し
た
。
震
災
当
時
海
外

研
修
に
出
て
お
り
、
国
内
の
惨
状
を

画
面
越
し
に
目
の
当
た
り
に
し
た
事

が
契
機
と
な
り
現
在
に
至
る
。
着
任

当
初
の
思
い
出
は
相
馬
郡
医
師
会
初

参
加
の
折
、
幹
部
の
先
生
が
医
師
会

の
先
生
方
一
人
一
人
の
席
へ
私
を
連

れ
て
回
り
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
。

こ
の
時
の
感
謝
を
今
で
も
忘
れ
な
い
。

開
業
医
の
先
生
方
と
病
院
勤
務
医
の

距
離
が
近
く
、
顔
の
み
え
る
関
係
に

と
て
も
安
心
し
た
。
何
処
の
馬
の
骨

と
も
わ
か
ら
ぬ
若
輩
者
を
温
か
く
迎

え
入
れ
て
下
さ
っ
た
地
元
の
先
生
方

に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
コ

ロ
ナ
禍
前
の
先
生
方
と
の
飲
み
会
は

今
と
な
っ
て
は
大
変
懐
か
し
く
貴
重

な
機
会
で
あ
っ
た
。

　

当
院
は
現
在
整
形
外
科
及
び
一
般

内
科
に
特
化
し
た
入
院
病
床
に
変

遷
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。
外
来
は
こ
こ

に
消
化
器
科
、
歯
科
な
ど
が
加
わ
る
。

当
院
で
診
療
困
難
な
急
性
期
や
重
症

新
地
町
よ
り
勤
務
医
の
つ
ぶ
や
き

医
療
法
人
伸
裕
会
渡
辺
病
院　

内
科
　
福
　
田
　
　
　
海
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コ
ロ
ナ
禍
で
は
当
院
で
も
二
〇
二

〇
年
十
二
月
に
大
規
模
な
ク
ラ
ス

タ
ー
を
発
生
し
て
し
ま
い
、
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
当
時
は
コ
ロ
ナ
患
者
の
転
院

受
け
入
れ
や
二
次
輪
番
の
交
代
な
ど

福
島
医
大
を
は
じ
め
様
々
な
医
療
機

関
に
助
け
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
は
病
院

業
務
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
大
き

な
ク
ラ
ス
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
常
に
職
員
の
誰
か
は
コ
ロ
ナ

陽
性
と
な
り
、
慢
性
的
な
ス
タ
ッ
フ

不
足
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

当
院
は
コ
ロ
ナ
病
床
は
申
請
し
て
お

ら
ず
、
後
方
支
援
病
院
と
し
て
貢
献

し
て
き
ま
し
た
が
、
フ
ル
Ｐ
Ｐ
Ｅ
対

応
が
必
要
な
状
況
も
多
く
、
ス
タ
ッ

フ
の
疲
労
は
蓄
積
し
職
場
の
雰
囲
気

も
重
苦
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

最
近
は
第
八
波
も
沈
静
化
の
兆
し
を

認
め
、
二
〇
二
三
年
五
月
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
第
二
類

か
ら
第
五
類
感
染
症
に
引
き
下
げ
ら

れ
る
予
定
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
負
担

軽
減
を
期
待
す
る
一
方
で
感
染
拡
大

に
よ
る
医
療
逼
迫
に
対
す
る
不
安
も

あ
り
複
雑
な
心
境
で
す
が
、
当
院
と

し
て
は
行
え
る
こ
と
を
着
実
に
実
行

し
な
が
ら
感
染
状
況
の
変
化
に
対
応

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

二
〇
二
四
年
四
月
か
ら
は
医
師
の

働
き
方
改
革
が
始
ま
り
ま
す
が
、
当

院
も
新
た
な
制
度
に
対
応
す
べ
く
準

備
中
で
す
。
二
〇
二
三
年
四
月
の
時

点
で
当
院
の
勤
務
医
師
数
は
常
勤
医

や
立
地
条
件
な
ど
か
ら
入
院
患
者
は

周
辺
地
域
の
高
齢
者
が
比
較
的
多
く
、

老
衰
な
ど
で
入
院
で
き
る
医
療
機
関

が
な
く
当
院
で
最
後
を
迎
え
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で

当
院
は
夜
間
休
日
の
二
次
輪
番
病

院
（
内
科
外
科
）
で
も
あ
り
、
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
急
性
期
、
慢
性
期
、
回
復
期
な

ど
特
化
す
る
分
野
を
絞
り
、
独
自
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
医
療
圏
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
病
院
が
一
般
的

に
な
っ
き
て
い
る
昨
今
、
当
院
で
は

急
性
疾
患
や
慢
性
疾
患
、
更
に
は
高

齢
患
者
の
看
取
り
ま
で
対
応
し
て
お

り
、
あ
る
意
味
時
代
の
流
れ
に
逆
行

し
て
い
る
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す

が
、
特
に
高
齢
患
者
の
家
族
に
と
っ

て
は
最
後
ま
で
看
取
っ
て
も
ら
え
る

と
い
う
貴
重
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
当
院
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

基
幹
病
院
や
開
業
医
の
先
生
方
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
住
民
が

何
を
一
番
望
ん
で
い
る
の
か
、
そ
れ

に
対
し
て
当
院
で
何
が
で
き
る
の
か

に
重
点
を
置
き
、
福
島
の
医
療
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

故
に
よ
る
患
者
の
避
難
に
携
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
学
で
は
旧
第
三

内
科
か
ら
細
分
化
し
た
現
在
の
糖
尿

病
・
内
分
泌
代
謝
内
科
で
島
袋
充
生

教
授
の
ご
指
導
を
賜
り
、
二
〇
一
六

年
か
ら
当
院
で
内
科
医
と
し
て
勤
務

し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

当
院
は
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八

八
年
）
に
福
島
市
東
中
央
に
開
院
し
、

今
年
で
創
業
三
五
年
に
な
り
ま
す
。

病
床
数
は
二
病
棟
九
九
床
で
、
内
科
、

消
化
器
内
科
、
糖
尿
病
内
科
、
外
科
、

消
化
器
外
科
、
乳
腺
外
科
、
婦
人
科
、

泌
尿
器
科
、
歯
科
、
歯
科
口
腔
外
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
計
一
一

診
療
科
を
標
榜
し
て
お
り
ま
す
。
当

院
が
位
置
す
る
福
島
市
西
部
地
区
は

今
で
こ
そ
住
民
の
多
い
住
宅
街
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
開
院
当
時
は

人
口
が
少
な
く
医
療
施
設
も
少
な
い

地
域
で
し
た
。
地
域
に
密
着
し
た
医

療
を
提
供
し
続
け
な
が
ら
地
域
と
と

も
に
発
展
し
、
一
九
九
三
年
に
は
当

院
健
診
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
地
域

住
民
の
健
康
促
進
お
よ
び
病
気
の
早

期
発
見
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
当

院
の
外
来
患
者
は
老
若
男
女
幅
広
い

層
に
お
よ
び
ま
す
が
、
病
院
の
規
模

　

二
〇
二
二
年
九
月
一
日
に
奥
秋
興

壽
先
生
の
後
任
と
し
て
福
島
西
部
病

院
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
福

島
県
病
院
協
会
の
皆
様
に
は
、
常
日

頃
か
ら
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
一
九
九
七
年
に
東
北
大
学
工

学
部
を
卒
業
後
、
一
九
九
九
年
に
福

島
県
立
医
科
大
学
に
入
学
、
二
〇
〇

五
年
の
卒
業
後
に
同
大
学
附
属
病
院

で
の
初
期
臨
床
研
修
を
経
て
、
二
〇

〇
七
年
に
旧
第
三
内
科
（
渡
辺
毅
教

授
）
に
入
局
し
ま
し
た
。
専
門
は
糖

尿
病
お
よ
び
内
分
泌
疾
患
で
大
学
院

時
代
は
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
に
つ
い

て
の
研
究
を
し
て
い
ま
し
た
。
二
〇

一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は

双
葉
厚
生
病
院
（
重
富
秀
一
院
長
）

に
勤
務
し
て
お
り
、
津
波
被
害
に
よ

る
患
者
の
対
応
や
福
島
第
一
原
発
事

師
三
名
、
非
常
勤
医
師
四
名
で
、
外

部
か
ら
の
応
援
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
す
。
特
に
宿
日
直
に
関
し

て
は
医
大
か
ら
の
日
当
直
医
の
応
援

が
必
要
不
可
欠
な
状
況
の
た
め
、
宿

日
直
許
可
を
取
得
し
よ
う
と
苦
労
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
幸
い
な
ん

と
か
許
可
を
取
れ
そ
う
な
見
通
し
が

立
ち
ま
し
た
。
た
だ
、
安
定
し
た
病

院
運
営
の
た
め
に
は
医
師
不
足
の
改

善
は
必
須
で
あ
り
、
宿
日
直
許
可
が

取
れ
た
か
ら
と
安
心
せ
ず
、
引
き
続

き
常
勤
医
師
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
様
々
な
問

題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
収

束
後
も
病
院
経
営
が
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
二
〇

二
三
年
四
月
よ
り
当
院
で
は
従
来
の

二
病
棟
か
ら
一
病
棟
に
変
更
し
ス
リ

ム
化
す
る
予
定
で
す
。
今
後
は
関
連

病
院
で
あ
る
福
島
南
循
環
器
科
病
院

と
の
連
携
を
深
め
、
法
人
内
の
医
療

資
源
を
適
切
に
配
分
す
る
こ
と
で
時

代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

所
存
で
す
。
ま
た
、
地
域
開
業
の
先

生
方
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
入
院

期
間
の
短
縮
、
在
宅
医
療
の
促
進
を

目
指
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
地
域
に
根
ざ
し
た
病
院

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
次
第
で
す
。
福
島
県
病
院
協
会
の

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
当
院
へ
の
ご

支
援
と
ご
鞭
撻
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
病
院
を
目
指
し
て

福
島
西
部
病
院　

院
長
　
菅
　
谷
　
芳
　
幸
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令
和
五
年
一
月
二
十
七
日
㈮
福
島
県
医
師
会
館
一
階
大
会
議

室
に
お
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
る
令
和
四
年

度
『
経
営
管
理
研
修
会
』
を
開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
一
般
社

団
法
人
日
本
専
門
医
機
構　

理
事
長　

渡
辺　

毅
先
生
を
お
迎

え
し
て
、『
日
本
に
お
け
る
専
門
医
制
度
：
歴
史
と
現
状
』
と

題
し
、
専
門
医
制
度
の
成
り
立
ち
か
ら
、
専
門
医
機
構
の
役
割
、

今
後
の
新
専
門
医
制
度
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

（
参
加
者
二
六
名
）

　

令
和
五
年
二
月
十
六
日
㈭
福
島
県
医
師
会
館
一
階
大
会
議
室

に
お
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
る
令
和
四
年
度

『
医
療
研
修
会
』
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
三
年
ぶ
り
開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
業
本
部
特
命
部
長

　

落
合
正
人
先
生
を
お
迎
え
し
て
、『
実
例
を
踏
ま
え
た
医
療
機

関
に
迫
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
応
』
と
題
し
、
昨
今
の
医
療

機
関
が
狙
わ
れ
た
原
因
や
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
防
ぐ
対
処
方
法
、

最
新
情
報
の
重
要
性
な
ど
被
害
を
受
け
な
い
た
め
の
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。（
参
加
者
三
〇
名
）

　

令
和
五
年
三
月
二
十
八
日
㈫
福
島
県
医
師
会
館
一
階
大
会
議

室
に
お
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
に
よ
る
令
和
四
年

度
『
救
急
医
療
研
修
会
』
を
開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
公
立
大

学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
救
急
医
療
学
講
座
教
授　

伊
関　

憲
先
生
を
お
迎
え
し
て
、『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
で
の
救

急
』
と
題
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
及
ぼ
し
た
県

内
の
救
急
医
療
体
制
の
現
状
と
課
題
、
医
療
機
関
に
お
け
る
救

急
搬
送
困
難
事
例
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
対
応
、

今
後
の
救
急
医
療
体
制
の
課
題
な
ど
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ

い
た
。（
参
加
者
一
三
二
名
）

令
和
四
年
度
『
経
営
管
理
研
修
会
』
を
開
催

令
和
四
年
度
『
経
営
管
理
研
修
会
』
を
開
催

令
和
四
年
度
『
医
療
研
修
会
』
を
開
催

令
和
四
年
度
『
医
療
研
修
会
』
を
開
催

令
和
四
年
度
『
救
急
医
療
研
修
会
』を
開
催

令
和
四
年
度
『
救
急
医
療
研
修
会
』を
開
催


